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琉球列島産鳴く虫に関する研究

第６報オキナワキリギリスGZJ”SocJeiSMbﾉ"伽is（直翅目，

キリギリス科）の沖縄島における生活史

大城安弘

(沖縄開発庁沖縄総合事務局農林水産部）

大城恵理子・前城'悦子

(沖縄女子短期大学生物学研究室）

YasuhiroOsHIRili，ErikoOsHIIi6蟻andEtsukoMAEsHI鰍：Studiesonthe

SinginglnsecsintheRyukyulslands

Part6LifeHistoryoftheOkinawaKatydid，Ｇα”SOCとis7yzJﾉもﾉ"c"sｉｓ

(Orthoptera,Tettigonidae）inOkinawaIsland

１．はじめに 男教授，調査に御協力下さった名護小学校の上間涼子教

諭,伊波小学校の佐加伊孝子教諭に厚く御礼申し上げる。

オキナワキリギリス，Ｇα岬SocJeis7y"ﾉ､ﾉ"e"SjsYAMA‐

SAKIは沖縄島および伊江島，瀬底島，宮古島，伊良部

島などから知られ，６月から９月にかけて，林や集落の

周辺，それにサトウキビ畑やススキ原などで昼夜を問わ

ず鳴き声が聞かれる。

本種は最近までキリギリス，GZz”socJeis6"ｅ７ｇＵｒｉ

ＨＡＡＮと同一種とされていたが，前胸背の両側にある黒

条の濃淡や大きさ，体長，翅長，体長と翅長比，体長と

後脚脛節比などにおいて差があることから別種とされる

ようになった（YAMAsAKI，1982)。本種の分布に関して

はこれまで若干の記録（日浦ら，１９７８；屋代ら，1959）

があるものの，生活史などに関する研究は著者らの知る

限りほとんど行われていない。そこで，本種の生活史を

明らかにするために，1979年９月から1982年４月までの

間，沖縄女子短期大学生物学研究室において，本種を飼

育すると共に，野外における発生消長を調査した。その

結果，若干の知見を得たのでその概要を報告する。

本文に先だち，本稿を校閲して頂き有益な御助言を

賜った東京都立大学理学部の山崎柄根博士および鹿児島

大学農学部害虫学教室の永冨昭教授，研究を進めるに

当たり便宜を計って下さった沖縄女子短期大学の大城徹

２．材料および方法

（１）供試虫

1979年９月15日今帰仁村呉我山，1980年６月25日伊江

村城山，1980年６月26日本部町の瀬底島から若虫および

成虫を採集した。それらを沖縄女子短期大学生物学研究

室で飼育し，そこで得られた卵から調査を始め，さらに，

異代飼育したものをその後の実験に供試した。

（２）飼育方法

卵：直径90mm，高さ20mmのガラス製のシャーレに適温

に保ったろ紙を敷き，土中より取り出した産卵直後の卵

を入れ，孵化まで飼育した。

若虫：縦200mm，横120mm，高さ140mmのプラスチック

製飼育箱に，適湿に保った未耕起の山の土を40～50mmの

厚さに敷き，それに孵化したばかりの若虫を４－５頭ず

つ入れ，串ざしのキュウリ，ナス，キャベツなどの野菜

類と共に削節や直翅目昆虫の若虫を動物質として与え

た。餌は２～３日おきに取り換え，飼育箱内は可能な限

り清潔に保った。

成虫：若虫と同様な方法で飼育した。

（３）室内実験

卵の大きさおよび膨張係数：産下当日および孵化直前

の卵の長径，短径を測定し，それから膨張係数を算出し

た。

孵化時刻および卵期間，孵化消長：土中に産下された

卵を前記の方法で飼育した。孵化時刻調査では２時間お

きに，卵期間調査では産卵より孵化まで毎日，孵化虫数
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を数えた。毎日の孵化虫数を５日分累積し孵化消長とし

て図示した。

若虫期間：前記の方法で孵化より羽化までの若虫期間

を調査した。

産卵消長および産卵数，成虫寿命：雌１頭に対し雄を

２～３頭配して交尾・産卵させ，雌の孵化曰より死亡ま

での間，１０日毎に産卵用の士を取り替え，産卵数と産卵

消長を調査した。また，同時に成虫寿命も調査した。こ

れらの調査はすべて自然日長，室温下で行った。自然日

長は最短10時間30分(１２月20日）から最長13時間47分（６

月21日）の範囲で変動した。一方，室温はとくに測定し

なかったが，外気温は16.0℃（１月の平均）から28.2℃

（７月の平均)まで変動した(沖縄地方気象台データー)。

（４）野外調査

野外における発生消長調査は今帰仁村呉我山と本部町

の瀬底島で行った。呉我山の自然林においては1980年２

月から11月までの間，毎月１回，また，瀬底島において

は集落周辺の雑木林を中心に1980年６月26日，同７月２０

日，同９月28日，1981年４月19日，同７月５日，同７月

26日，同11月３日の７回調査した。いずれの調査でも，

目げき採集法とすくい取り法で採集し，それらを成虫お

よび初齢若虫（体長１５mm以下）中齢若虫（16-25mm)，

老齢若虫（26mm以上）に区分して数えた。

3．結果および考察

（１）室内実験

①卵

オキナワキリギリスの卵は産下当時灰色であるが，孵

化前には帯灰緑色になる。また，卵の大きさは産下当時

の平均値（加重平均）に比べ，孵化前のそれは長径で

1.15倍，短径で1.32倍となった（Tableｌ)。

ＴａｂｌｅｌＥｇｇｓｉｚｅｏftheokinawakatydid

Justbefore

hatching

Coefficient

o（

Justafter

oviposition

Ｍｅａｎ＊±ｓｄ Ｍｉｎ Ｍａｘ Ｍｅａｎ＊±ｓ、ｄ Ｍｉｎ Ｍａｘ ｅｘｐａｎｓ１０ｎ

６．２８±０．３３５．７６．６ 1．１５Length５．４４±0２２４．９５．７

（m､）

1３２１．９６±０．１８１７２．３Ｗｉｄｔｈｌ４８±０．１７１２１．８

ｍｍ）

＊averageonOOeggs．

孵化時刻のピークは午前６時から１０時に見られ，わず

か４時間で全体の96％が孵化した（Ｆｉｇｌ)。早朝の４

時から10時にすべてが孵化し，１０時から４時までの18時

間はまったく孵化しなかった。

今回の実験に供した卵は1980年６月27日から９月３日

までの70日間にわたって産下された。これらの卵の孵化

は産卵後180～190日（２月21日～３月３日）頃から始ま

り，240～270日（２月25日～３月27日）に大きなピーク

（64％）を形成して，270日～280日（３月27日～４月６

日）まで続いた（Ｆｉｇ２)。前半の小さなピークが何故

にできたのかよく解らない。しかし，産卵時期に70日の

ズレがあるにもかかわらず，全体の64％が産卵後240～

270日に孵化した。

そこで，卵期間の平均日数を早い時期（６月下旬～７

月上旬）に産下されたものと遅い時期（８月下旬～９月

上旬）に産下されたものを比較してみると，前者の方が

約52日長いことがわかった（Table２)。一方，同一時

期に産下された卵においても卵期間の最長と最短で36～

38日の開きがあった。これらのことから，卵の発育は産

卵の早晩にかかわらずある一定の段階まで発育すると停

止し，ここで調整されるため，早く産下された卵はその

分だけ卵期間が長くなり，孵化時期がある程度まで整一

化されるものと考えられた。

②若虫
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Table２．Eggperiodoftheokinawakatydid

Eggperiod(days）Noof

individuals

examined

Oviposition

time

Hatching

time
Ｍｅａｎ±ｓｄＭｉｎＭａｘ．

２７Ｊｕｎｅｌ９８０

６Ｊｕｌｙｌ９８０

２５Ａｕｇｌ９８０

３Ｓｅｐｌ９８０

２１Ｆｅｄｌ９８１

２９Ｍａｒｌ９８１

２６Ｆｅｂｌ９８１

４Ａｐｒｌ９８１

255.4±８．９２３６２７２7１

2４ 2032±１０．５１８１２２３

TableaNymphalperiodoftheokinawakatydid

Ｎｏ．of

individuals

examined

Ａｄｕｌｔ

ｅｍｅｒｇｅｎｃｅ

ｔｉｍｅ

Nymphalperiod(days）
Hatching

time

Ｍｅａｎ±ｓ，ｄＭｉｎＭａｘ．

２Ｍａｒｌ９８０

２３Ｍａｒｌ９８０

２４Ｆｅｄｌ９８１

２３Ｍａｒ1９８１

２６Ｊｕｎｌ９８０

９Ｊｕｌｌ９８０

２３Ｊｕｎｌ９８１

１１Ｊｕｌｌ９８１

1３ 107.7±５．２９９１１６

５ １１０．６±７．１９８１１９
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若虫期間は1980年と1981年ではほとんど差はなかった

（Table３)。

③成虫

産卵は羽化後10-20日頃から始まり，３０～50日にピー

クを形成し，その後60～70日頃まで続いた（Ｆｉｇ３；

Table４)。これは成虫寿命が平均で63.2日（Table５）

であることから，死亡直前まで産卵しているものと推測

された。

１雌当たりの平均産卵数は1980年と1981年では大差は

なかった（Table４)。

室内における飼育実験では，成虫は６月中旬から９月

中旬に，卵は７月上旬から翌年の４月上旬に，そして若

虫は２月下旬から７月上旬まで見られた。

以上のような室内実験の結果から，本種は休眠卵で越

冬する１年１化型であることが推測された。

（２）野外調査

野外における発生消長の調査結果はＦｉｇ４のとおり

で，初齢若虫（体長15mm以下）は３月から５月にかけて

観察された。室内の飼育では２月下旬から孵化若虫が見

られたが，野外においては捕虫網で捕えることが出来な

かった。これは，２月下旬においては，時期が早いため

に孵化した若虫の個体数が少ない上に，体が小さいこと

に基づいているためと考えられた。また，中齢若虫（体

長16-25mm）は４月から６月に，老齢若虫（体長26mm以

上）は５月から６月に観察された。一方，成虫は６月か

ら９月に見られ，１０月にはもう観察されなかった。

このように，野外調査の結果も室内実験と同様，本種

が１年１化型であることを示唆した。

これらの結果に基づいて本種の生活環のシェマを描く

とＦｉｇ５のようになった。これは，これまで同種と考

えられていたキリギリスの生活環（日浦ら，1978）とほ

ぼ同じであった。

本種は現在の沖縄島においては少なくとも｢寒冷休止」

からくる休眠stageを必要としないにもかかわらず，そ

れを必要としているキリギリスと同様に休眠卵で越冬し

ている。

Table４．Ｎｕｍｂｅｒｏｆｅｇｇｓｌａｉｄｐｅｒｆｅｍａｌｅｏftheokinawakatydid

ＮＯＣf

females

examined

NｑｏＩｅｇｇｓｌａｉｄ

Ｙｅａｒ

Ｍｅａｎ±ｓ・ｄＭｉＩＬＭａｘ．

330.5±144.8２７４６８1９８０ ６

1９８１ ８ 299.5±９１．９１８３４３６

Teble5Durationofeachdevelopmentalstageo(theokinawakatydid(days）

Number＊Ｍｅａｎ±ｓｄ Ｍｉｎ Ｍａｘ．Stage

Egg

Nymph

Adult(pre‐oviposition）

Adult(oviposition）

Total

５
８
４
４

９
１
１
１

241±２４．１

１１０±６．１

１６±３．２

６３±９．８

４１４±３２．４

１
８
１
３
巫

旧
９
１
４
３

272

１１９

２３

７６

４６７

＊Ｎｕｍｂｅｒｏfindividualsexamined
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一般に温帯や亜熱帯に棲息する昆虫は気候への適応手

段として生活史を暑い季節に適合した相（発育相）と寒

い季節に適合した相（休眠相）とに分けることによって

適応してきた。これらのうち，後者が選択された理由は，

温度，湿度，食物などの生活条件の広い変動域に耐えら

れるようになると，どうしてもそれらの条件のある限ら

れた範囲内での生活効率が低下する，という傾向が生じ

てくるためである（配分の法則）（正木，1978)。温帯や

亜熱帯の昆虫は，この配分の法則に基づく生活効率の低

下を生活史の中の分業という手段によって，巧みに回避

しているのである。すなわち，内的自然増加率ｒがゼロ

より大きい季節には発育を早めて世代をくりかえし，ゼ

ロより小さい季節には世代期間を延長してマイナスの効

果を回避する，という適応戦略が考えられている（正木，

1974)。本種の卵休眠の場合も，活動をはばむ寒さに対

しての自然選択の結果ではなく，むしろ，前述のような

適応戦略の結果であろうと考えられた。

これらのことから，本種の休眠起源は温帯産のキリギ

リスとは必らずしも同一ではないことが推測された。

年が299.5個であった。

８．成虫寿命は最短43日，最長76日，平均63.2日であっ

た。

９．野外では，初齢若虫は３～５月，中齢若虫は４～

６月，老齢若虫は５～６月，そして成虫は６～９月に観

察された。

１０．室内および野外の調査結果から，本種は内因性の

休眠卵で越冬し，１年に１世代をくり返し，キリギリス

とは休眠起源を異にしている可能性が示唆された。
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4．要約

琉球列島産鳴く虫に関する研究の一環としてオキナワ

キリギリスＧα”SOC〃S7Wy"ﾉbﾉ"e"SiSの生活史を沖縄島の

室内および野外において調査した。

１．卵の大きさは産下当時長径が5.44mm，短径148ｍｍ

であった。また，孵化直前には長径6.28mm，短径1.96ｍｍ

でそれらの膨張係数は長径で1.15,短径では１．３２であっ

た。

２．孵化は早朝の６時から１０時のわずか４時間で96％

が終わり，１０時から４時までの18時間にはまったく孵化

しなかった。

３．卵期間は６月下旬から７月上旬に産下されたもの

で平均255日，８月下旬から９月上旬産下卵は203日で

あった。産下された卵はある一定の発育段階で休眠する

ため，早く産下されたものはその分だけ卵期間が長く

なっているものと推測された。

４．孵化は産卵後180～190日頃から始まり，200～210

日に小さなピーク（13％）を，250-260日に大きなピー

ク（40％）を形成し，270-280日まで続いた。

５．平均若虫期間は1980年に107.7日，1981年には

110.6日であった。

６．産卵は羽化後10～20日頃から始まり，３０～50日に

ピークを形成し，６０～70日頃（死亡直前）まで続いた。

７．雌当たりの平均産卵数は1980年が330.5個，１９８１

Ｓｕｍｍａｒｙ

Ｔｈｅｌｉ(ehistoryo（theokinawakatydidGczmpsoc‐

んｉｓＫｙ"んy"c"siswasstudiedinOkinawalslandby

breedingexperimentsandfieldsurveys、

１．Ｔｈｅｅｇｇｓｗｅｒｅ５７ｍｍ－６６ｍｍｌｏｎｇａｎｄ1.7mm

-23mmwidejustbeforehatching

２．Ｍｏｓｔ(96％)ofthenymphshatchedfrom6:ＯＯｔｏ

ｌＯ:O０ａｍＮｏｎｅｏ（themhatchedduringthehours

(ｒｏｍｌＯ:ＯＯａｍｔｏ４:ＯＯａｍ，

３．Theaverageeggperiodwas255daysforthe

eggslaidduringtheperio。(romJunetoJuly,ａｎｄ２０３

ｄａｙｓｆｏｒｔｈｏｓｅｌａｉｄfromAugusttoSeptember・Thua

theeggperiodwasdistinctlylongerfortheeggslaid

earlier、Thelaboratorybreedingssuggestedthatthe

eggsenteredthediapauseａｔａｃｅｒｔａｉｎｓｔａｇｅｏ（the

embryonicdevelopment、

４．Theeggsstartedtohatch（ｒｏｍｌ８０ｔｏｌ９０ｄａｙｓ

ａ(terovipositionandabout4096ofthemhatcheddur‐

ingtheperiod（rom250to260daysafterovipositio、．
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5. The average nymphal period was 107.7 days in

1980, and 110.6 days in 1981.

6. The pre-oviposition period ranged from 10 to

20 days. The number of oviposited eggs reached a

crest during the period'from 30 to 50 days after emerg

ence of the adults. The oviposition lasted until death

of the adults which were 60 to 70 days old.

7. The average number of eggs laid per female

was 331 in 1980 and 300 in 1981.

8. The adults survived for 63 days on an average,

ranging from 43 to 76 days.

9 . The field surverys showed that the young

nymphs (less than 15mm in body length) were most

abundant in the population from March to May, the

middle-sized nymphs (16-25 mm ) increased in number

from April to June and the older nymphs (over 26 mm )

from May to June, and the adults appeared from June

to September.

10. The field surveys and laboratory breeding ex

periments indicated that this species is possibly uni

voltine with a certain diapausing-period at the egg

stage. The diapause is considered to be originated to

avoid the decrease in individual number during the un

favorable season for population growth.
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